
勝
原
公
民
館
で
は
、
五
月
二

十
日
（
火
）
夜
に
「
防
犯
会
議
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
に

は
、
今
年
度
の
役
員
約
七
十
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

司
会
は
、
同
会
代
表
の
上
尾

篤
行
・
大
谷
自
治
会
長
が
行
い

ま
し
た
冒
頭
、
孤
独
死
の
こ
と

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、

井
貫
孝
司
・
勝
原
地
区
連
合
自

治
会
長
の
挨
拶
の
後
、
参
加
し

た
各
地
区
役
員
関
係
者
か
ら
順

次
報
告
が
進
み
ま
し
た
。
幼
・

小
・
中
学
校
長
等
の
現
状
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
幼
稚
園
で
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
し
の
園
児
に
注

意
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
小
学
校

で
は
交
通
安
全
教
室
の
ほ
か
、

「
挨
拶
は
身
を
守
る
」
と
指
導

し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
中
学
校
で
は
、
大
津
イ

オ
ン
モ
ー
ル
の
中
の
フ
ー
ド
コ
ー

ト
に
た
む
ろ
し
易
い
こ
と
、
一

年
生
の
制
服
か
ら
新
し
く
な
っ

た
こ
と
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
令
和
八
年
度

か
ら
部
活
動
が
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

に
移
行
す
る
予
定
だ
と
い
う
話

が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
網
干
警
察
署
生
活
安

全
課
・
松
本
係
長
か
ら
非
行
問

題
や
特
殊
詐
欺
な
ど
に
つ
い
て
、

現
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
中

学
生
に
な
っ
た
生
徒
を
中
心
に

子
ど
も
の
非
行
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
、
子
ど
も
の
ス
マ
ホ

利
用
が
進
ん
で
お
り
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
な
ど
対
策
が
保
護
者
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
、
青
パ
ト
が

非
行
抑
止
効
果
を
あ
げ
て
い
る

こ
と
な
ど
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
特
殊
詐
欺
で
は
、
ナ
ン

バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
番
号
末

尾
に
１
１
０
番
記
載
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
、
警
察
官
を
語
る

内
容
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
番

号
を
押
す
こ
と
を
求
め
た
り
す

る
こ
と
な
ど
、
よ
り
巧
妙
化
が

進
ん
で
い
る
実
態
と
な
る
話
が

あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
各
町
の
役
員
の
方
々

か
ら
、
青
パ
ト
や
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
話
が
あ
り
ま
し
た
。
役
員

と
し
て
活
動
す
る
以
上
、
力
を

入
れ
て
取
り
組
も
う
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
内
容

で
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
パ

ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
図
り
取
り

組
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
会
議
時
に
ど

な
た
か
帽
子
を
忘
れ
て
帰
ら
れ

て
い
ま
す
。
お
気
づ
き
の
方
は

勝
原
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

松
本
修
二
講
師
に
よ
る
「
植

物
講
座
」
は
、
当
館
で
も
人
気

が
高
い
も
の
で
す
。
先
日
五
月

十
七
日
（
土
）
に
一
回
目
の
講

座
が
あ
り
ま
し
た
。
花
や
野
菜

の
育
て
方
で
疑
問
を
お
持
ち
の

方
々
が
、
次
々
と
質
問
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
回
は
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
で
し
た
が
、
こ
の
植
物

に
限
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
植
え
る

植
物
（
野
菜
・
果
物
）
な
ど
の

育
て
方
に
つ
い
て
お
答
え
し
て

も
ら
い
ま
す
。

第
二
回
目

８
月
９
日
（
土
）

第
三
回
目

11
月
15
日
（
土
）

第
四
回
目
令
和
八
年
１
月
17
日

（
土
）
全
て
13
時
30
分
か
ら

６
月
12
日
（
木
）
開
催
予
定

の
「
ま
ち
づ
く
り
塾
」
（
小
坂

一
晃
・
講
師
）
は
、
今
回
、
お

休
み
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
兵
庫
県
揖
保
郡
地
誌
』
（
明

治
36
年
10
月
25
日
発
行
）

（
現
代
表
記
で
示
す
）
に
よ
る

と
、
明
治
22
年
４
月
１
日
の
市

町
村
制
の
施
行
に
よ
り
「
勝
原

村
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
、

昭
和
20
年
の
終
戦
ま
で
存
続
し

ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
幾
つ

か
の
藩
領
に
分
か
れ
、
明
治
期

に
な
っ
て
第
十
二
大
区
（
元
、

揖
東
郡
）
七
小
区
な
ど
数
字
で

分
割
さ
れ
た
区
域
に
分
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

「
勝
原
」
（
か
つ
は
ら
）
と

い
う
村
名
が
誕
生
し
た
選
（
撰
）

定
事
由
に
は
、
「
丁
村
外
六
ケ

村
（
下
太
田
、
矢
田
部
出
屋
敷

（
後
の
大
谷
）
、
朝
日
谷
、
宮

田
、
山
戸
、
熊
見
）
団
体
区
を

勝
原
村
と
称
す
る
所
以
は
該
地

方
を
総
称
し
て
勝
原
と
言
う
。

然
れ
ど
も
勝
れ
原
は
口
調
悪
し

き
に
よ
り
其
の
文
字
を
取
り
て

名
を
附
せ
り
」
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

第４１１号 勝原公民館だより 令和７年(2025)６月１日

姫路市立勝原公民館
〒６７１－１２１３
姫路市勝原区宮田
４８９番地３

☎（０７９）２７４－３７０１

勝
原
公
民
館
だ
よ
り

○日時 ６月１９日（木）
午後１時３０分～３時
○場所 勝原公民館・２階
会議室
○講師 小栗栖健治先生（播
磨学研究所・所長）
○参加対象 どなたでも。
○参加料 無料。
○演題 『廣峯信仰の広がり』
○内容 廣峯神社は中世時代
から御師（おし）の手によっ
て播磨地域を中心に、信仰さ
れていました。また播磨学研
究所は地域史の研究拠点とし
て、現在兵庫県立大学姫路新
在家キャンパス内にあります。

『歴史講座』

郷
土
の
歴
史

全
山
に

生
命
輝
く

新
樹
か
な

茜
句
会

山
田
隆
紀

防
犯
会
議
録

植
物
講
座

勝
原
村
（
上
）

ま
ち
づ
く
り
塾
休
講



こども書道 渡部素子先生

こども絵画 村上陽子先生

6・7月の教養講座

～地域講座・公民館での活動～ こども日曜教室

6/ 8㊐ 10:00~

6/ 15㊐ 10:00~

★『男の料理教室』

6月19日(木) 10:00

講師 相曽由美子・佐治由美子先生

★『郷土の歴史講座』当日参加OK！

7月10日(木) 13:00

（奇数月第２木曜）

講師 森澤江利先生

★『移動児童センター』

なかよしランド

6月 10日(火) 10:00～

7月 8日(火) 10:00~

対象：0歳児（首すわり）から

就学前までのこどもと保護者

わんぱくランド

7月 29日(火) 10:00~

対象：小学生

夏休みの工作教室

是非お越しください

そして冬に枯れて茎一つ見当たらない状態

であったウマノスズクサも下の写真の通り

こんなに元気に生長しました。

そのウマノスズクサを食すジャコウアゲハ

がやってくる日も近いかと思います。

ちなみに・・ ジャコウアゲハは平成元年

に市政百年を迎えるタイミングで「市蝶」

として制定されました。また他の蝶と違い

ウマノスズクサのみ食するので農作物に決

して害を及ぼす事がないそうです。

教養講座 「廣峯信仰の広がり」

6月 19 (木) 13：30～

講師：小栗栖健治先生（播磨学研究所長）

演題『廣峯信仰の拡がり』 廣峯神社は、

かつて播磨国ほか広く信仰されていました。

教養講座「姫路空襲について」(予定)

7月 15 日(火) 10：00～

講師：黒田権大先生

「300回以上戦争体験の講演会をされている

黒田先生に今年もお話していただきます

日々気温が高くなり、花壇の植物もぐんぐ

ん生長しています。

色鮮やかななでしこが花壇を一層引き立て

ており、通行される方からも「花壇を見て

いると元気が出ます」と嬉しいお声をいた

だいています。


